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　大泉学園駅北口地区では、バス、タクシー乗り場の
分散、放置自転車や狭い歩道による歩行者の不便と交
通混雑が生じております。交通混雑解消と、買い物客
流出を食い止める商業活力の課題に対応し、北口地区
をより魅力のあるまちにしていくために、地区計画や
市街地再開発事業などの導入を目指した検討を進めて
います。その原案がまとまりました。
　地上26階建、商業施設や駅前広場の確保、地区の観
光資源である「東映アニメーション」へのアクセス道
路を「アニメ軸」と位置づけ、安全、快適な歩行環境
を維持していきます。
　来年度の都市計画決定・事業認可・平成24年度着
工、26年度完成を目指します。

特養待機者・待機児童の解消に向けて
　練馬区においては、本年3月末現在、特別養護老人ホームの入所
待機者が2,877人になっているのが、現状です。
　この問題を打開するために、区有地は勿論、遊休地として活用して
いない国有地や都有地を特別養護老人ホームとして、活用するよう、
国や都に働きかける陳情を自民党が主導して採択いたしました。
　今後も、区民の皆さんが、安心して老後を迎えることができるよ
う特別養護老人ホームの増設・待機児童の解消に向けて、全力で取
り組んでまいります。

特別養護老人ホーム増設！！
園児の待機児童の解消を！！
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自民党
緊急採

択 予防が大切
気をつけましょう
これからの季節
気をつけましょう
これからの季節

◎インフルエンザ予防接種に追加補正
　1億2千万円
◎1歳～13歳未満の方
　1回1,500円のみ（自己負担）
◎65歳以上の方
　1回2,200円のみ（自己負担）
※詳しくは、
予防接種相談センターまで

☎03-3991-2600

インフルエンザ
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区内業者最優先景気対策
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今回決定する道路区域

平成22年8月23日に決定した道路区域
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外環道練馬・世田谷間外環道練馬・世田谷間
建設予定地の追加「道路区域」指定へ

　国土交通省では、平成21年5月に事業に着手した東京外郭環状道路（関越～東名）約16分　につい
て、同年12月に開催した「事業の概要及び測量などの実施に関する説明会」に基づき現地調査や設計
などを進めているところです。
　加えて、今年度は、生活再建などの観点から、緊急性の高い案件の用地買収などに対応することと
しており、そのために必要な措置として、段階的に道路区域を決定することとしています。
　東京外郭環状道路（外環）の一部計約13ヘクタールに
ついて、道路法に基づく「道路区域」に指定する方針を決
めた。
　対象は、大泉ジャンクション（練馬区）と中央ジャンク
ション（三鷹市など）の予定地の一部。道路建設を前提と
した「道路区域」に指定されると、地権者は開発が制限さ

れる一方、用地の売却益には、最大5,000万円まで非課税
の利点がある。
　外環道建設を巡っては、政権交代後に事業が宙に浮く
中、地権者から早期の用地買い取りを求める声も高まって
いた。国は今年度予算で用地買収費などとして約58億円を
計上。今後、用地取得が本格化する見込み。

大泉JCT・目白通りIC  道路区域決定範囲（案）の概念図

中小企業経営40余年の
経験を生かし景気対策を
中小企業経営40余年の
経験を生かし景気対策を ●建築工事 1億9千万円

●プール改修工事など電気・設備工事 1億5千万円
●照明器具取替・空調機取替等 補修工事など土木工事 2億円
●舗装道補修工事など塗装工事 5千万円
●屋上防水補修工事などその他工事 1千万円
●防球フェンス設置工事など
　なお、今回の補正予算総額は、104億8千万円余になりました。

6億円を計上6億円を計上
平成22年度
補正予算
平成22年度
補正予算

　中小企業経営40余年の経験の中で、区内産業
の厳しさは、誰よりも痛感いたしております。
　練馬区の財政基盤を揺ぎ無くするためにも、
区内経済、景気対策に全力で取り組んでまいり
ます。
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